
   Shim
ada

42013-7　

の
ま
ま
で
町
並
み
を
披
露
し
て
歩
く

風
習
が
あ
り
ま
し
た
。

　

い
つ
し
か
花
嫁
が
見
せ
物
同
様
で

は
か
わ
い
そ
う
と
、
身
代
わ
り
に
女

の
命
で
も
あ
る
「
帯
」
を
大
名
行
列

の
大
奴
に
託
し
、
披
露
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
島
田
大
祭

は
別
名
「
帯
ま
つ
り
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
、
大
井
神
社
は
大
井
川

鎮
護
や
安
産
の
神
様
と
し
て
、
大
井

川
流
域
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い

ま
す
。

　
「
チ
ョ
ー
ン
、
チ
ョ
ー
ン　

下

に
ー
、
下
に
ー
」
お
先さ

き
ぶ触

れ
の

拍ひ
ょ
う
し
ぎ

子
木
と
そ
の
声
に
目
を
向
け
れ

ば
、
お
長な

が
え柄

を
先
頭
に
大
名
行
列
が

進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
行
列
の
規
模
は
、
明
治
２
年

に
、
静
岡
藩
支
庁
島
田
十
万
石
支
配

所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
十
万

石
の
格
式
で
執
り
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

戦
前
は
拍
子
木
の
音
と
一
緒
に
先

触
れ
の
「
下
に
ー
、
下
に
ー
」
の
声

が
聞
こ
え
れ
ば
、
２
階
で
見
物
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
屋
台
に
上
っ
て

い
た
芸
人
も
一
様
に
下
へ
降
り
立
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　「
神
輿
渡
御
行
列
一
覧
図
」（
資
料

提
供
／
島
田
市
博
物
館
）
は
、
各
街

の
紹
介
と
と
も
に
、
３
回
に
分
け
て

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。―

【
お
先
触
】（
お
さ
き
ぶ
れ
）

　
「
下
に
ー
下
に
ー
」
と
拍
子
木
を
打

ち
、
大
名
行
列
を
触
れ
知
ら
せ
ま
す
。

【
御
先
騎
】（
ご
せ
ん
き
）

　

先
陣
を
き
る
、
鉄
砲
隊
を
従
え
た

侍
大
将
で
す
。

【
大
奴
】（
お
お
や
っ
こ
）

　

神
輿
渡
御
の
警
護
に
あ
た
る
も
の

　

大
井
神
社
の
大
祭
は
、
１
６
９
５
年
（
元
禄
８
）
か
ら
神
事
祭
式
が
定
ま
り
、
初
め
て
神み
こ
し輿

の

渡と
ぎ
ょ御

が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
か
ら
の
文
化
が
現
在
ま
で
多
く
受
け
継
が
れ
、
衣
装

や
祭
小
物
な
ど
、
島
田
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
広
報
し
ま
だ

で
は
３
回
連
続
で
、
各
街
が
お
薦
め
す
る
大
祭
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

伝
承
に
よ
る
と
、
島
田
宿
の
氏
神

と
し
て
信
仰
さ
れ
た
大
井
神
社
は
、

元
和
年
間
に
下し

も
じ
ま島

の
地
（
御
仮
屋
町

に
あ
る
現
在
の
大
井
神
社
御お

た
び
し
ょ

旅
所
）

に
あ
っ
た
も
の
が
、
一
六
八
九
（
元

禄
二
）
年
に
現
在
の
大
井
神
社
境
内

に
遷せ

ん
ざ座

さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
三
年
に
一
度
、
大
井
神

社
か
ら
御
旅
所
へ
里
帰
り
す
る
の

が
、
島
田
大
祭
の
発
祥
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

最
初
の
里
帰
り
が
、一
六
九
五（
元

禄
八
）
年
で
、
御お

み
こ
し
と
ぎ
ょ

神
輿
渡
御
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
以
来
、
鹿か

し
ま
お
ど
り

島
踊

が
神
の
心
を
鎮
め
、
大
奴
が
警
護
の

た
め
に
行
列
を
な
し
、
供ぐ

ぶ奉
さ
れ
ま

し
た
。

　

島
田
宿
へ
嫁
い
で
き
た
花
嫁
は
、

氏
神
の
大
井
神
社
へ
晴
れ
着
姿
で
お

参
り
し
、
氏
子
に
な
っ
た
報
告
と
、

安
産
の
祈
願
を
し
た
あ
と
、
晴
れ
着

  

三
年
に
一
度
の
里
帰
り

  

帯
ま
つ
り
の
い
わ
れ

  

豪
華
絢
爛
な
元
禄
絵
巻
図

お先触
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◉
三
奇
祭
と
は
？

◉
御
仮
屋
な
の
に
、
な
ん
で
元
宮
？

◉
神
輿
が
練
ら
な
い
理
由
は
？

◉
各
街
の
境
界
に
引
く
白
線
っ
て
？

◉
な
ぜ
一
流
の
長
唄
や
三
味
線
の
家

　

元
が
来
る
の
？

◉
大
井
神
社
と
大
祭
の
関
係
は
？

　

島
田
大
祭
は
、
わ
た
し
た
ち
が
、

島
田
の
歴
史
を
語
り
、
文
化
事
業
を

行
っ
て
い
く
上
で
も
、
大
変
重
要
で

あ
り
、
多
方
面
に
影
響
の
あ
る
お
祭

り
で
す
。

　

郷
土
芸
能
を
観
る
会
に
一
人
で
も

多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
後

世
に
島
田
の
文
化
を
伝
え
て
い
く
担

い
手
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

に
よ
り
、
通
称
「
長
唄
祭
り
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

島
田
市
文
化
協
会
で
は
、
大
祭
に

つ
い
て
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ

て
・
見
て
も
ら
う
た
め
「
第
６
回
郷

土
芸
能
を
観
る
会
」
を
開
催
し
、
大

祭
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に

つ
い
て
、
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　

入
場
料
は
無
料
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
特
に
、
親
子
で
の
参

加
は
大
歓
迎
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
も
、
夏
休
み
の
研
究
課
題
と
し
て

最
適
な
内
容
で
す
。

【
第
六
回 

郷
土
芸
能
を
観
る
会
】

～
知
っ
て
・
見
よ
う
・
島
田
大
祭
～

と
き
／
８
月
24
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
／
プ
ラ
ザ
お
お
る
り 

ホ
ー
ル

主
な
内
容

①
屋
台
囃
子
・
鹿
島
踊
り
・
大
奴
、

解
説

②
大
祭
Ｑ
＆
Ａ

解
説
／
島
田
大
祭
保
存
振
興
会

　

鈴
木
副
会
長
ほ
か―

「
こ
れ
が
分
か
れ
ば
、

あ
な
た
も
大
祭
博
士
！
」

◉
大
名
行
列
は
、
な
ぜ
万
石
の
格

式
？

◉
法
被
が
立
派
な
訳
は
？

◉
本
陣
入
り
と
は
？

  

大
祭
を
親
子
で
楽
し
む

  

文
化
を
伝
え
る
担
い
手
に

で
、
大
名
行
列
の
花
形
で
す
。

【
大
鳥
毛
】（
お
お
と
り
げ
）

　

上
部
は
「
矛ほ

こ

」
と
呼
ば
れ
、
天
空

の
邪
気
を
払
い
世
に
平
和
を
も
た
ら

す
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
御
殿
様
】（
お
と
の
さ
ま
）

　

御お

と

し
徒
士
や
御お

う
た
が
た

唄
方
に
先
導
さ
れ
、

御
殿
様
は
子
ど
も
が
務
め
ま
す
。

【
猿
田
彦
】（
さ
る
た
ひ
こ
）

　

天
狗
姿
で
五
色
の
札
を
ま
き
、
金

銀
の
札
を
拾
う
と
と
て
も
縁
起
が
い

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
御
神
輿
】（
お
み
こ
し
）

　

重
さ
４
０
０
㎏
の
御
神
体
の
入
っ

た
御
神
輿
を
、
16
人
の
担
ぎ
手
が
静

か
に
担
ぎ
ま
す
。

【
鹿
島
踊
】（
か
し
ま
お
ど
り
）

　

往
来
を
踊
り
な
が
ら
、
後
ろ
向
き

に
進
む
所
作
が
特
徴
。
こ
の
舞
は
、

神
の
心
を
慰
め
る
た
め
の
御
神
事
舞

で
す
。

【
屋
台
】（
や
た
い
）

　

各
街
（
一
〜
五
街
）
ご
と
、
地
踊

り
と
屋
台
の
舞
台
で
踊
る
上
踊
り
が

あ
り
ま
す
。
東
西
一
流
芸
人
の
名
演鹿島踊

島田市文化協会
天
あ ま の

野成
し げ こ

子 会長

10 月12･13･14 日開催

写 真 左から：御 神
輿、猿田彦、大 鳥
毛（ 明 治 44 年 ）、
御徒士（昭和 4 年）、
御殿様、鹿島踊
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豪ご
う
か
け
ん
ら
ん

華
絢
爛
な
「
島
田
大
祭
」。
そ
の
伝
統
の

祭
り
文
化
の
流
れ
は
、
３
０
０
余
年
、
遠
く

元
禄
よ
り
受
け
継
が
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

前
回
の
祭
り
で
は
、
第
七
街
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
お
祭
り
広
場
に
て
全
国
各

地
か
ら
島
田
市
を
訪
れ
た
観
光
客
の
皆
さ
ん

に
「
本ほ

ん
じ
ん
い

陣
入
り
」
の
儀
式
を
お
見
せ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夜
の
篝か

が
り
び火

が
幻
想
的
な
効
果
を
生
み
出
す

中
、
本
陣
入
り
は
厳
粛
に
行
わ
れ
、
大
喝
采

第 107 回

〜 島田大祭の見どころを紹介します 其の一 〜

10 月12･13･14 日開催

人 を々結びつける島田大祭　全市挙げての祭りを目指して

島田大祭保存振興会
会長

清
し み ず

水 克
か つ と し

俊さん

の
中
に
終
演
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
年
の
大
祭
も
、
観
光
協
会
は
観
光
面
の

充
実
を
、
私
た
ち
保
存
振
興
会
は
お
客
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
祭
り
を
工
夫
し
、
全
力

を
傾
注
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
平
成
14
年
に

は
「
地
域
伝
統
芸
能
大
賞
」
を
受
賞
し
た
島

田
大
祭
を
、
市
の
観
光
資
源
と
し
て
全
国
発

信
す
る
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
島
田
大
祭
保
存
振
興
会
は
、
よ
り

良
い
祭
り
づ
く
り
と
そ
の
存
続
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
若
者
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
島
田
市
の

大
祭
を
、
こ
れ
か
ら
こ
の
地
域
を
担
う
若
者

の
手
で
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
意
味

で
も
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
大
祭
へ
の

参
加
と
、
全
市
挙
げ
て
の
祭
り
の
継
承
を
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

島
田
大
祭
で
は
、
青
年
が
運
営
の
中
心
と

な
り
、
そ
れ
を
祭
典
本
部
と
中
老
本
部
が
支

え
ま
す
。
一
方
で
近
年
、
青
年
だ
け
で
な
く

中
老
も
、
参
加
者
の
減
少
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
元
禄
の
頃
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
長
唄
や
舞
踊
、
そ
し
て
屋
台
。

し
か
し
、
大
祭
の
醍
醐
味
は
、
何
と
い
っ
て

も
「
参
加
す
る
こ
と
」
で
す
。

　
「
今
ま
で
入
り
そ
び
れ
て
し
ま
っ
た
人
」

「
町
外
・
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
」「
青
年
か

ら
入
る
の
に
抵
抗
が
あ
る
人
」
な
ど
、
大
祭

を
支
え
て
く
れ
る
気
持
ち
が
あ
る
人
な
ら

ば
、
ど
な
た
で
も
歓
迎
し
ま
す
。
大
祭
を
と

お
し
て
島
田
の
文
化
に
触
れ
る
と
と
も
に
、

参
加
し
て
充
実
感
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
今
年
は
、
女
性
も
初
募
集
し
ま
す
。

【
第
一
街
・
大
井
町
中
老
】

問
大
井
町
中
老
会 

会
長 

増
野
稔

　

☎
・
℻
３
７-

８
５
５
０

　

大
祭
は
大
井
神
社
の
神
事
で
す
。
大
井
神

社
の
歴
史
は
、
大
井
川
を
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

そ
の
始
ま
り
は
谷た

に
は
た畠

村
（
現
在
の
川
根
本

町
）。
村
内
の
大
沢
地
区
に
あ
っ
た
神
様
が
、

１
２
７
６
年
（
建
治
２
）
の
大
雨
に
よ
り
島

田
ま
で
流
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
、
下
島

地
区
（
現
在
の
御
仮
屋
町
）
に
祀ま

つ

ら
れ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
度
重
な
る
水
害
な
ど
に
よ
り

遷
座
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
６
８
９
年
（
元
禄

２
）
頃
に
、
現
在
の
場
所
に
落
ち
着
き
ま
し

た
。
大
井
神
社
拝
殿
前
に
は
「
元
禄
２
年
」

の
年
号
を
刻

ん
だ
石
標

が
、
現
在
で

も
残
っ
て
い

ま
す
。

  

地
域
を
担
う
若
者
の
手
で
継
承
を

  

大
祭
を
支
え
る
仲
間
を
募
集
し
ま
す

  

大
井
川
を
さ
か
の
ぼ
る
大
祭
の
歴
史

駅前通りで行われた昨年の「本陣入り」

大井神社の石標 大祭の醍醐味は「参加」
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大
井
神
社

第
一
街

第
六
街

第
二
街

第
三
街

第
四
街

第
五
街

第
七
街

新

　組

元

　宮

　3 日間の祭りの前日の朝、11 日の午前 8 時 45 分頃より
「大祭青年衣

いしょう

装揃
ぞろ

え清
きよはらい

祓式
しき

」が行われます。祭りを運営す
る全青年が、法被姿で拝殿前に整然と整列する様は、緊
張感に包まれて実に壮観です。この日は、各町内の中老か
ら子どもたちまで、祭りに参加する全ての人たちがお祓いを
受けに見え、それは夜の 9 時頃まで続きます。
　12 日は、午後 3 時から神職と総代でご夕

ゆうさい

祭。13 日は、
午前 10 時からご例祭が執り行われ、昼を過ぎた午後 1 時
30 分頃には鹿島踊の、3 時 30 分ごろには大奴の振り込
みがそれぞれ行われます。　　　　　　　　　　　　
　14 日の最終日は、日の出前から大奴がお宮に到着。御
神体を御本殿から御神輿にお移しする際の警護の後、拝
殿前より御旅所に向けて出発。続いて御神輿がお里帰りに
出発。鹿島踊が続き、本通りでは五街から一街屋台が、そ
の後を元禄絵巻さながらに進みます。
　300 年以上昔からの伝統を、厳格に今に伝えるこの

「神
かみにぎ

賑わい」の行事。さらに 300 年先まで伝えられる事を、
切に祈ります。

大祭青年衣装揃え清祓式

お先
さきぶれ

触

御
ご せ ん き

先騎

大
おおやっこ

奴大
お お と り げ

鳥毛御
お う た が た

唄方

　第一街は、本通一丁目と大井町の町内で構成され、島田
大祭では、地踊りと屋台踊りを担当します。第一街屋台の
芸人衆は、吉

よしずみ

住小
こ さ ぶ ろ う

三郎（七代目）を家元とした長唄吉住会
の芸人衆です。
　屋台は２両の連結屋台です。前を前

ま え や

屋と呼び、屋台踊り
の子どもが踊る舞台となります。後ろを後

あ と や

屋と呼び、芸人
衆の楽屋となります。前屋と後屋をつなぐ連結器はなく、
綱でつながれています。
　1793 年（寛政 5）の神田明神祭礼絵巻には、踊りを
するための「踊り屋台」と、底（床）が無く、中で歩きな
がらお囃

は や し

子をするための「底抜け屋台」の記録がありま
す。それらは二台一組で曳

えいこう

行され、江戸宝暦（1750 年
代）の頃に起こり、各地の祭礼で出されていました。そして、
1812 年（文化 9）の土浦御祭礼之図には、床が有る底抜
け屋台が見られます。このようなことから、第一街の前屋は

「踊り屋台」で、後屋は床の有る「底抜け屋台」ということ
になります。歴史に彩られた第一街の屋台と踊りを、ぜひ
ご覧ください。（参考：「大江戸の天下祭り」作

さ く み

美陽
よういち

一著）

連結を外して 2 台になった屋台

案内人：大井神社 宮
ぐ う じ

司
　　　　片

かたかわ

川 徹
とおる

さん

大 井 神 社
案内人：第一街 祭典本部会計

　　　堀
ほ り え

江 良
よしのり

則さん

   第 一 街
【本通一丁目、大井町】


